
津和野町における森林環境譲与税の活用について
■活用状況（全体像）

区分 令和１年度～
令和５年度 令和６年度 計 令和６年度末

時点の活用率 未執行額の活用方針

活用額（円） 133,316,000 44,557,000 177,873,000
89%

津和野町は木質チップ作成のための原木・
チップヤードを設置しており、その運用や森
林整備のために活用する。譲与額（円） 146,534,000 51,331,000 197,865,000

■令和６年度の具体的な活用状況

区分 事業区分
事業費（円）

事業内容うち
森林環境譲与税

森林整備・バ
イオマス利用

推進

公図合成図作成、原木
チップヤード事業等 35,905,000 23,755,000

・山林の境界推定を行うため、公図を合成し推定図を作成、森林
GISに重ねている。
・バイオマス発電の燃料となる木質チップの作成に係る物価高騰
対策補助など

その他
自伐型林家育成、私有林
整備、新たな森林管理シ
ステム委託料等

20,802,000 20,802,000
・自伐型林家育成のための研修会や、林業機械リース料、新規林
業従事者支援など。
・10年以上放置された民有林の間伐等を行う放置林整備事業など。

基金積立 6,775,000 6,775,000 ・津和野町森林整備基金

合計 63,482,000 51,332,000

■今後の実施計画 津和野町原木チップヤード事業

令和８年度以降に国庫事業を活用し益田市、吉賀町と共同で航
空レーザー測量を実施する予定。

３市町共同での航空レーザー測量
物価高騰が現在のまま続いた場合、継続的な原材料の

確保、木質チップの供給が難しくなる。安定的に供給を
行えるよう、現行の補助も活用しながら事業継続を図る。


